
32

構造部門

下
しも

西
にし

智
とも

也
や

生年月日　1983年 2月大阪府生まれ
最終学歴　2007年京都大学大学院
　　　　　工学研究科建築学専攻
　　　　　修士課程修了
業務経歴　2007年㈱日建設計入社
　　　　　東京オフィス構造設計室
　　　　　2008年大阪オフィス
　　　　　構造設計室
　　　　　現在、構造設計部門構造
　　　　　設計部所属
●担当した主なプロジェクト
2009年　 日本赤十字秋田看護大学 増

築棟
2010年　 神戸市庁舎 危機管理セン

ター
2010年　奈良文化高等学校　
　　　　教室棟・寮棟
2011年　奈良文化高等学校
　　　　寮棟増築
2012年　 関西外国語大学中宮キャン

パス 7号館
2013年　安芸地域県立病院
建設中　兵庫県立尼崎塚口統合新病院
建設中　日本経済新聞社大阪本社ビル
建設中　豊中市文化芸術センター
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ツインタワー形状の大規模免震病院
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■構造計画概要
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ȁ■ライトキャニオンの
　連結方法
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模型写真（中央部：ライトキャニオン）

低層棟

低層棟

連結部材位置に
軸剛性とせん断剛性を評
価したバネをモデル化

高層棟

高層棟

RC床スラブ

鉄骨水平ブレース

5階床伏図

4階床伏図

ツインタワーのモデル化

14.4m

液状化の
可能性有り

液状化の
可能性無し
（350gal時）

第2洪積砂礫層

10.8m

S造、CFT柱

S造、CFT柱
外周SRC造

場所打ち杭軸径2400φ 杭軸径2000φ

扁平形状の基礎梁

高層部

低層部

構造計画概要

構造架構モデル

高強度コンクリート
充填CFT柱

外周SRC
ラーメンフレーム

鉄骨ブレース

ライトキャニオン内観パース


